
演習課題３ chattering neuron モデルのシミュレーション 

 

exercise 3.1 fig 3.1 のような発火パターンになるように、モデルのパラメータ gSK と

gcat を調節しなさい。 

 

exercise 3.2 あるパラメータを変化させていくと細胞のの発火パターンが fig 3.2a、

fig 3.2b のように変わります。それぞれどのパラメータを変化させればよいかを調べな

さい。 

 

以上が終われば、その他のパラメータを変更した時の細胞の発火パターンを確認し

てみて下さい。例えば、Ecat はここでは-42mV としていますが、-20mV とする説もあり

ます。 

 

また、MATLAB でのプログラミングに知識のある人は、２つの細胞をシナプスでつな

いでみて下さい。２つの細胞の同期発火への引き込みが、バーストの状態に依存す

ること確かめられるはずです。



Chattering neuron のモデル 
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※各パラメータ値はプログラムを参照 
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